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掲
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選

FAX

　マイナンバーに関し、行政機

関等が家族構成や資産、年金

の状況等を聞くことはありませ

ん。また「個人情報が漏れているの

で削除します」といった詐欺の電話も発生しています。

　マイナンバー制度に便乗した詐欺が発生しています。県外で

は金銭被害も発生していますので注意してください。

　具体的には次のような事例ですが、これは詐欺です。

　少しでも不安に感じたら、すぐに相談してください。

【相談先】　警察総合電話　☎＃９１１０

　　　　　　消費生活センター　☎０８８－８２４－０９９９

高齢者の交通事故を

　　　　減らそう！

６５歳以上の方がいるお

宅を訪問して、交通事故

防止の呼び掛けを行って

います。皆さんのご理解、

ご協力をよろしくお願い

します。

かみかみ地域安全地域安全ニュースニュース地域安全地域安全ニュースニュース地域安全ニュースかみ
No. 118

平    成    か    わ    ら    版  
香美警察署交通課香美警察署交通課

高齢者ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　坂本扶左高齢者ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　坂本扶左

☎５２－０１１０５２－０１１０

香美警察署交通課

高齢者ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　坂本扶左

☎５２－０１１０

香美地区地域安全協会

                  （香美警察署内）
☎52－0110  FAX 53－1855

マイナンバーの詐欺に注意！ 緊急のときは緊急のときは１１１１０番０番

１月１０日（日）は１１０番の日です。

香美警察署ではこの日、１１０番の正

しいかけ方、利用方法について理解

していただくために、ふれあい１１０

番ｉｎかみの広報活動を行います。

■場所・時間

・バリューノア店

　１１時～１２時１０分頃

■内容

・チラシ・グッズの配布

・鏡野中学校吹奏楽部による演奏と
　正しい１１０番のかけ方等の寸劇

（１１時１０分頃からバリューノア店

　第２駐車場にて）

※配布予定のチラシ・グッズには数に限り

　があります。ご了承ください。　　　
　

緊急のときは緊急のときは１１１１０番０番

一緒に交通安全について学びましょう！

　６５歳以上の方の交通事故防止のために、各

地区で出前式の交通安全教室を実施しています。

どのような集まりでも、少人数でも構いません。

開催を希望する方は、交通課までご連絡くださ

い。無料でお伺いします。

①何が　②いつ　③どこで
④犯人は？　⑤いまの状況は？
⑥あなたの氏名と住所

新年を無事故・無違反で

　若い男性から「マイナンバーについて、あなたは手続きしま

したか」との電話があった。「していない」と答えると、「早

く手続きしないと刑事問題になる」などと言われた。

「マイナンバー制度の導入に伴い、個人情報を調査中です」と

言って女性が来訪し、資産や保険の契約状況などを聞かれた。

マイナンバーに伴う個人情報の調査？

マイナンバーの手続きをしないと刑事問題に？

だまされないで！
それは詐欺です！

８Kami９ Kami


